
























































































































































PBS ThioHis　tag ＃7 ＃8s
Fig．3　1nfection　Level　of　the　immunized　Balb／c　Mice
　　　for　εcんノηococcσs　mα1亡”ocσ1∂rls
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8s抗原をマウスに免疫した場合，血液中の抗体価が有意
に上昇することもあらかじめ確認している2）．一方，ワク
チン抗原の作用機序については，現在研究が進められてい
る段階であり，明確にはされていないが，Gauciらの開発
したワクチン抗原のホモログであるEG　95抗原11）に対す
る抗体は，単包虫の虫卵から調製した六鉤幼虫を失活させ
る作用を示すと報告されている．このことから，抗原投与
によるエキノコックス感染に対する抑制効果を高めるため
には，六鉤幼虫に対する抗体の誘導が重要であると考えら
れる．現在，組換え抗原の免疫能を明らかにするために，
臓器に寄生した虫体に対する＃7及び＃8s抗原の発育抑制
効果について検討を行っている．
　本研究は平成13年度より開始された重点領域特別研究
「遺伝子操作・細胞融合技術によるエキノコックス症診断
抗原の生産」の一環として行われたことを付記する．
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